
校歌 
芳賀⽮⼀ 作詞 本居⻑世 作曲 
 ⼀ 
  ⾒はるかすもの みな清らなる 
  渋⾕の岡に⼤学たてり 
  古へ今の 書明らめて 
  国の基を 究むるところ 
 ⼆ 
  外つ国々の ⻑きを採りて 
  我が短きを 補ふ世にも 
  いかで忘れむ もとつ教は 
  いよゝみがかむ もとつ⼼は 
 三 
  学のちまた そのやちまたに 
  国学院の 宣⾔⾼く 
  祖先の道は ⾒よこゝにあり 
  ⼦孫の道は ⾒よこゝにあり 
 


